
No. 委員意見 対応

1
アンケート調査の実施意図と「こども大綱」の方向性との間

に、内容面でのずれが生じている。

アンケート調査の実施意図を再確認した内容を、本会議にて提示いたしま

す。

2
学校内での不登校の問題に関心がある。 意見聴取の対象として、不登校の児童・生徒を予定しています。

3
ファミリー・サポート事業については、利用意向、周知状

況、利用希望の程度などを把握する必要がある。

②保護者向けのアンケート調査に問29を追加します。

4

他自治体ではSNS等を活用し、子育て施策や会議内容を積極

的に発信している事例がある。館林市においても、子育て支

援の取り組みを可視化し、広く発信することが重要である。

特に、広報紙よりもSNSの活用が効果的であり、積極的な情

報発信が求められる。

本市では、情報発信体制を整備しており、市公式ホームページのほか、X

（旧Twitter）、Instagram、LINEなどのSNSを活用しています。現在は、

市ホームページに会議の開催案内や結果（議事録）を掲載していますが、

今後は、こども・若者の意見聴取に関する募集案内などもSNSを通じて発

信していく予定です。

5

「勉強時間」に関する設問は、成績向上を前提とした印象を

与えるが、勉強とは本来、興味や将来につながる幅広い活動

である。設問の意図や表現に再考の余地がある。

この設問は、国の意図として、貧困家庭では家事やきょうだいの世話など

に時間を取られ、その一例として「勉強時間」が圧迫されている可能性が

あるという前提のもと、実態を把握するために設けられています。本市と

しても、国や県の方針に合わせて、このままの内容で実施いたします。

6

小学校低学年に調査が実施されていない点が気になる。低学

年にも意見はあるはずであり、どのように意見を引き出すか

を工夫する必要がある。

小学校低学年については、まだ自分の意見が十分に確立されておらず、回

答にあたって保護者の意見に影響されやすい傾向があるため、自らの考え

で回答することが難しいと考えられます。

そのため、本調査では高学年からの実施としています。

また、限られた予算の中で、国・県・他自治体との比較が可能な対象を優

先的に選定しています。

7

自由記述形式での回答は、自分の声を深く掘り下げて表現で

きるだけでなく、回答の過程で自己理解が深まり、新たな気

づきにつながる可能性がある。

調査の最後に、自由にご意見を記入していただける設問を追加いたしま

す。

8

幼稚園、子ども園、保育園では外国籍の子どもが増加してお

り、その保護者も回答しやすいアンケート内容を検討する必

要がある。

未就学児保護者用の調査依頼を「やさしい日本語」で作成します。また、

QRで読み込んだWEBページに選択式で「やさしい日本語版」の依頼文を

掲載します。「やさしい日本語」とは、ひらがな表記やふりがなを付ける

こと、文章を短く区切ること、そして難しい表現を避けるなど、読み手に

配慮した表現方法です。

9

小学校５年生や中学校２年生への調査実施については、教員

の負担が懸念されるが、子どもの声を聴くために学校での実

施が望ましい。

学校でアンケートを実施する時間を確保していただくため、校長先生方が

出席される会議において、協力を正式に依頼いたしました。

10
子どもと保護者の意識や価値観は、15歳から39歳の世代内で

も大きく異なるため、細分化して捉える必要がある。

年齢の属性については、５歳刻みで分類し、集計を行う予定です。

11

調査結果については、学校現場での活用を検討する責任を感

じている。今後は、結果の活かし方も含めて考えていく必要

がある。

本調査は、子ども・子育て会議の委員および庁内の関係課に配布を予定し

ています。小・中学校への配布は現時点では予定しておりませんが、今後

検討いたします。

12

母親が子どもと一緒に遊ぶ時間について尋ねることは有意義

であり、家庭内での関わりの実態を把握する上で重要であ

る。

②保護者向けアンケート調査に問33を追加します。

13

年齢ごとの成長への希望や悩み、要望、疑問などを自由に記

述できるアンケートにすることで、より有意義な内容が得ら

れると考える。

調査の最後に、自由にご意見を記入していただける設問を追加いたしま

す。

14

設問の言葉遣いが子どもにとって厳しく感じられる場合があ

り、特に支援が必要な子どもほど回答しづらい傾向がある。

例として「問8」「問11」などが挙げられ、アンケート全体が

ネガティブな印象になりやすい点に配慮が必要。

貧困世帯では、保護者が学習を十分に支援できないことが多くあります。

これは、時間的・経済的・教育的な理由によるものです。そのため、子ど

もが「わからない」と感じたときに、適切なフォローが得られない傾向が

あると言われています。

また、「いつ頃からわからなくなったか」を問うことで、支援の開始時期

や内容を検討するための材料となります。

このような国の設問意図を踏まえ、本市ではこのままの内容で実施いたし

ます。
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15

こども・若者調査の問20「育成支援機関等を知っている

か？」については、保護者アンケートでも調査すべき。これ

らの機関の利用は保護者の意思が大きく影響するため、保護

者がその存在を知っているかどうかを把握することが重要で

ある。

②保護者向けアンケート調査に問32を追加します。

16
こども・若者の意見聴取において、グループワーク後にアン

ケートを実施する方法は有効と考えられる。

グループワークの参加者に対して、振り返りを兼ねたアンケートを実施い

たします。

17

声が聴かれにくいこどもへの意見聴取は、アンケート調査で

はなくヒアリング形式が望ましい。特性に配慮し、丁寧な聞

き取りを通じて一緒に考えながら意見を引き出すことが重要

である。実施には負担も伴うため、実現性も含めて検討すべ

き。

慣れた先生などを通じて、ヒアリングを兼ねた形でアンケート調査を実施

していただけるよう、丁寧に説明いたします。

18

アンケートは、誰かを追い詰めるようなネガティブな内容で

はなく、「何が好きか」などワクワクするような設問を取り

入れ、文章を書くことで本当の声を引き出す工夫が必要。

設問の表現や選択肢に変更を加えることで、回答のニュアンスに差が生

じ、調査結果の比較検討が難しくなる可能性があります。そのため、基本

的には表現を大きく変更せずに実施する方針です。ただし、「麻薬」や

「自殺」などの過激な表現については、削除することといたします。

また、調査の最後には、自由にご意見を記入いただける設問を追加し、参

加者の声をより引き出せるよう工夫いたします。

19

このアンケートを取る目的として、「ビジョン」と「ミッ

ション」を委員会全体で共有・明確化したうえで進めること

が望ましい。

今回のアンケート調査は、子ども・子育て支援に関する施策の検討にあた

り、こども基本法に基づく取組の一環として実施するものです。

本市が目指すべき姿（ビジョン）は、全てのこどもが健やかに成長し、自

立した個人として幸せな生活を送れる社会の実現を目指し、基本理念や基

本となる事項、国の責務等を定め、こども施策を総合的に推進するもので

す。

そして、市が果たすべき使命（ミッション）は、アンケート調査の結果を

踏まえ、こども施策に関する基本的な方針やこども施策に関する重要事

項、またこども施策を推進するために必要な事項について定め、こどもま

んなか社会の実現に向けた取組を実施することです。

20

アンケート記入の時間設定については、授業（例：道徳）で

実施する案もあるが、「１人で」「私だったら」と考える時

間を大切にするため、落ち着いた空間でじっくり取り組める

環境が望ましい。アンケート記入を、考える時間として丁寧

に位置づけることが重要である。

校長会議において、学校でのアンケート実施について依頼済です。ただ

し、授業の一環としての実施は難しいとの回答があったため、ホームルー

ム等の時間を活用して実施していただくようお願いしています。

自宅などの落ち着いた環境で回答することが望ましいというご意見はもっ

ともですが、少しでも回答率を高めるため、学校での実施という対応を取

ることとしています。

21

発達障害や心の病を抱える子どもが増加している現状を踏ま

え、アンケートには「食」に関する項目をもっと取り入れる

べきである。食は人の心身に深く関わる重要な要素であり、

調査に反映させることが望ましい。

①小中学生向けアンケートの問13で、食事に関する調査を実施します。


